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有料 無料

GISと銘打って
いるもの

ArcGIS MANDARA
QGIS

広い意味でGISと
考えられるもの

カーナビ
電子地図ソフト

Google Maps
Google Earth
カシミール3D
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下準備
（この授業では毎回必要）

• Zドライブに「観光地理情報学特論Ⅰデータ」という

フォルダがあるので，それを各自のデスクトップ
（Desktop）にコピーする

– 以降の作業は，デスクトップにコピーした方のフォルダ
からデータを読み出して行うこと

– これは、ArcGISで作業すると、もとのデータが変更される
危険性があるためである

– この作業は毎授業のたびにおこなう
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ArcGISを立ち上げる

• スタート→プログラム一覧から「ArcMap 10」を選択

• 「ArcMap - はじめに」というウィンドウが出るので、
「空のマップ」が選択されているのを確認してOK
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フォルダ接続（初回のみ）と
地図の読込み

• アイコン→「データの追加ウィンドウ」が開く
→フォルダ接続アイコン
→さきほどデスクトップに作成した「観光地理情報学
特論Ⅰデータ」フォルダを選択

→TMUroad.shpを選択

•
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地図レイヤーの追加読み込み

• 同様に、 アイコンを押してから，
TMUbuilding.shp、TMUzones.shpも読み出す
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地図を見やすくしよう

• レイヤーの順序を変えたり、各要素の色や線の
太さを変更して，見やすい地図にしてみよう
（順序替えはドラッグ＆ドロップ、
色や線の編集は各シンボルを左クリック）
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見やすくした例
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地図の要素

• 背景

• 点記号

• 線記号

• 面記号

♨文 ポイント
Point

ライン
Line

ポリゴン
Polygon
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実例

ポリゴン

ポリゴン
ライン
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塗り分け図を作ろう
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新規作業の開始

• アイコンをクリック

• 保存しなくて良いか聞かれるが無視
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東京の地図を読み込む

• アイコン→「tokyo.shp」を読み込む
→東京都全体が表示される
→虫眼鏡アイコンを使って、主要部分だけを選択
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シンボルをいじって塗り分け図にする

• tokyoレイヤのレイヤ名の方をダブルクリック
→シンボル→数値分類→「値」を「P_NUM」に変更
→適切なグラデーション・クラス数を選択→OK
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完成した塗り分け図の例

厳密に言うと、この地図には問題がある
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塗り分け図が使える場合 使えない場合

• 絶対量 → 記号の大きさ

• 密度など→ 塗り分け
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問題：どのように設定したら右のような
地図の東京版をつくれるか？
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属性テーブルの編集と図化
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地図上の要素の属性情報を見る①

• インフォアイコンで情報表示モードに
→地図上で知りたいものをクリック
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地図上の要素の属性情報を見る②

• レイヤ名を右クリック→属性テーブルを開く

市区町村名、人口（P_NUM）、世帯数（H_NUM）が入っている
→ここから「世帯あたり人口」を計算して図化しよう 21

属性テーブルの編集①

「世帯あたり人口」の算出

• テーブルオプションアイコン→フィールドの追
加→名前に「PopPerFamily」と入力，タイプ
を「double」に→OK

22

属性テーブルの編集①

「世帯あたり人口」の算出

• 新しくできたフィールド「PopPerFamily」を右クリック
→フィールド演算→ [P_NUM] / [H_NUM]と入力
→OK→PopPerFamilyの列に計算結果が求まる

• 課題：この結果をもとに世帯人口の地図を作成せよ
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属性テーブルの編集①

「世帯あたり人口」の図化結果
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問題：どのようにしたら下のような
地図の東京版をつくれるか？

各市区町村の面積のデータを他から取り込めばよい
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取り込むデータ：23区面積.csv
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属性テーブルの編集②

データ取り込みと「人口密度」の算出

• テーブルオプションアイコン
→属性の結合とリレート→結合

←SIKUCHOSONを選択

←23区面積.CSV
を選択

↑nameを選択
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属性テーブルの編集②

データ取り込みと「人口密度」の算出

• 結果：属性テーブルに「23区面積.csv」のデータが
追加された
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属性テーブルの編集②

データ取り込みと「人口密度」の算出

• テーブルオプションアイコン→フィールドの追
加→名前に「PopDensity」と入力，タイプを
「double」に→OK

• 新フィールド「PopPerDensity」を右クリック→
ボタンを操作して[P_NUM] / [Area]と入力
→OK→PopPerDensityの列に人口密度の
計算結果が入る

• 課題：この結果をもとに人口密度の地図を作
成せよ
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属性テーブルの編集②

「人口密度」の図化結果
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属性テーブルの編集：まとめ

• フィールド演算
–地図の属性テーブル上に既にある項目を
組み合わせて、新たな項目を作成する

–例：平均世帯人口（＝人口／世帯）

• 属性の結合（テーブル結合）
–現在開いている地図の属性テーブルに、エ
クセルなどで作った他の表のデータを結合
する
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今回習ったこと

• 地図レイヤの読込み

• レイヤの重ね合わせ

• シンボルの変更
–単純な色の変更

–グラデーション

–量記号

• 属性テーブルの編集
–フィールド演算

–テーブル結合


